
電気式床暖房が影響する場合 

●デマンド発生の要因 

・特別養護老人ホーム、保育園での事例において、 
 タイマー制御により複数台の床暖房を同時に起動。 

・ガス空調であるため、床暖房もガスと思い込んでいたが、
デマンドピークが床暖房の起動する時刻と一致。 

●対策方法 

●主な電気式設備 

・電気式床暖房  

窓を閉め切っていると 
夏季は室内に熱気が 

こもります 

空調を起動する前に 
窓やドアを開けて 
室内の熱気を 
逃がします 

②空調起動前に部屋の換気 

・普段使用しない部屋等、窓を閉め切ってい
ると、夏季は室内に熱気がこもるため、空調
起動時の消費電力が大きくなります。空調を
起動する前に、窓やドアを開けて室内の熱気
を逃してから起動すると省エネになります。 
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※ガス空調を使用している場合、床暖房もガス
とは限りません。  

 夏季と比べ、冬季のデマンド値が高い場合、
その要因は床暖房の可能性が考えられます。 

 

①複数台ある床暖房の起動をずらす 

・床暖房が複数台ある場合は、起動のタイミングを少しずらします(タイマー制御等)。 
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②床暖房の設定温度を下げる 

・床暖房の設定温度を下げます。（例:30℃→25℃） 

・また、床暖房と同時に使用している空調の停止や設定温度を緩和します(下げます)。 
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